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表層の品質評価
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小径コアによる圧縮強度試験
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引っかき試験
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普通ポルトランドセメント使用
W/C＝60％ 材齢1日

荷重4.9N

荷重9.8N

普通ポルトランドセメント使用
W/C＝60％ 材齢42日

荷重9.8N

荷重4.9N
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図 セメントの種類による圧縮強度

と引っかき傷幅の関係の違い
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透気性
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JASS 5の耐久性区分と対応する
簡易透気速度

JASS 5 におる耐久性区分 (1)一般 (2)標準 (3)長期 

対応する促進期間 26 週の中性化深

さ(mm) 
45.6 以下 31.0 以下 25.0 以下 

OPC 7.8 以下 3.2 以下 2.3 以下 

HPC － － － 

MPC － 4.3 以下 2.0 以下 

SCB 2.1 以下 1.1 以下 0.9 以下 

簡易透気速度 

（mmHg/sec） 

FCB － 3.9 以下 1.8 以下 
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吸水性
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ドリル削孔粉による中性化測定方法

• 日本非破壊検査協会規格：NDIS 3419-1999

中性化深さ
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塩化物イオン量
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水銀圧入により測定した細孔構造
からの圧縮強度の推定

σ＝144.2×ｅ ｘ ｐ （－0.0267×ＥＴＰＶ－0.485×

ｌｏｇ（Ｍｅ×10）－0.96×Ｒｅ＋3.56×ＷＲｈ）

σ ：推定圧縮強度（Ｎ／ｍｍ2）

ETPV：総有効細孔量（×１０-2ｃｃ／ｇ）

Me：中央値

Re：戻り比(nm)

WRh：結合水率(g/g)

細孔構造－圧縮強度
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有効吸水量から圧縮強度の推定

近似式 相関係数

材齢３日 σ=176×exp(-5.04×V) -0.940

材齢７日 σ=158×exp(-5.74×V) -1.000

材齢１４日 σ=148×exp(-5.47×V) -0.978

材齢２６日 σ=140×exp(-6.76×V) -0.989

材齢120日 σ=103×exp(-7.15×V) -0.990

図－３ 有効吸水量と圧
縮強度の自然対数
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含水率測定

電気的方法

結露（湿度）

による方法

埋め込み式

押当て式

電気抵抗式

静電容量式

電気抵抗式

静電容量式

湿度センサの利用

発色紙の利用

不透湿シートの利用

小孔内部湿度による方法

変色紙の利用

貼付けシートによる方法

早大、日大（一対棒鋼）、北大、大林組、名工大、

中部大、日大（セラミックセンサ）の研究、
日大（小棒鋼センサ）
kett・HI-800、プロティメータ・コンクリート

マスターⅡ等の市販品

東工大、日大（セラミックセンサ）の研究

Millardの研究、PM- i等の市販品

kett HI-500等の市販品

東工大・東海大（椎名）の研究

プロティメーター・コンクリート

マスターⅡ等の市販品

戸田建設の研究

経験的な方法

日大の研究（乾燥度試験紙）

J.H.Bungeyの研究中性子水分計による方法 、理科大・東大の研究
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セラミックセンサ
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挿入式水分計(HI-800)の仕様

測定方法 電気抵抗式

測定対象 コンクリート、モルタル

測定範囲 コンクリート 0～10%
モルタル 0～15%

測定深度 表面から最大50mm

(オプションの使用で150mmま
で可)

表示方法 デジタル(LCD、表示最小桁
0.1% カウント数)

電源 電池1.5V（単3アルカリ）×4

寸法 75(W)×145(D)×31(H)mm

質量 0.5kg
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HI-800
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ふくれ促進中の様子
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W/C 60％

● 40-①-3d ○ 40-②-3d

▲ 40-①-10d △ 40-②-10d

■ 40-①-28d □ 40-②-28d

● 60-①-3d ○ 60-②-3d

▲ 60-①-10d △ 60-②-10d

■ 60-①-28d □ 60-②-28d

● 80-①-3d ○ 80-②-3d

▲ 80-①-10d △ 80-②-10d

■ 80-①-28d □ 80-②-28d

40：W/C=40% 3d： 材齢3日塗り床工
60：W/C=60%10d： 材齢10日塗り床工
80：W/C=80%28d： 材齢28日塗り床工
①： 打設直後から開放
②： 打設後3日間湿潤生、その後開放

工 工

● 40-①-3d ○ 40-②-3d

▲ 40-①-10d △ 40-②-10d

■ 40-①-28d □ 40-②-28d

● 60-①-3d ○ 60-②-3d

▲ 60-①-10d △ 60-②-10d

■ 60-①-28d □ 60-②-28d

● 80-①-3d ○ 80-②-3d

▲ 80-①-10d △ 80-②-10d

■ 80-①-28d □ 80-②-28d

40： W/C=40% 3d： 材齢3日塗り床施工

60： W/C=60% 10d： 材齢10日塗り床施工

80： W/C=80% 28d： 材齢28日塗り床施工

①： 打設直後から開放

②： 打設後3日間湿潤養生、その後開放

W/C、初期養生、乾燥期間がふくれ発生に及ぼす影響

←水セメント比の影響

←塗床施工時期の影響

←養生の影響


